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戦
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長
崎
医
科
大
学
　
第
二
次
世
界
大
戦
は
欧
洲
に
お
い
て
も
、
大
平
洋
並
び
に
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
枢
軸
諸
国
の
劣
勢
は
年
と
共
に
あ
ら
わ
な
状
態
に
陥
っ
て
来
た
。
昭
和
十
八
年
か
ら
二
十
年
に
至
る
ま
で
に
実
に
惨
敗
を
重
ね
乍
ら
も
国
内
に
対
し
て
は
、
な
お
、
決
戦
対
策
乃
至
は
必
勝
の
信
念
が
唱
導
さ
れ
、
大
和
魂
が
鼓
吹
さ
れ
て
行
っ
た
。
国
内
に
お
け
る
衛
生
行
政
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
体
制
を
整
え
た
が
、
敗
色
濃
い
内
外
の
事
情
は
遂
に
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
無
条
件
降
伏
に
至
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
間
、
戦
争
に
狂
奔
し
た
政
治
の
余
波
は
伝
統
あ
る
長
崎
医
科
大
学
を
も
灰
塵
に
帰
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
　
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）
一
月
十
六
日
、
国
立
健
康
保
険
療
養
所
官
制
が
公
布
さ
れ
、
同
月
、
大
政
翼
賛
会
は
結
核
予
防
対
策
を
政
府
に
答
申
し
た
が
、
同
月
三
十
日
、
本
学
で
は
勅
令
第
五
三
号
を
以
て
、
官
立
医
科
大
学
官
制
定
員
表
中
、
改
正
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
技
手
二
名
を
一
名
に
、
看
護
婦
十
二
名
を
十
一
名
に
減
員
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
学
関
係
者
が
出
征
し
て
了
っ
て
、
職
員
の
減
員
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
　
二
月
二
日
、
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
指
定
に
関
す
る
件
が
制
定
さ
れ
、
三
月
十
二
日
、
薬
事
法
の
公
布
、
同
月
、
保
険
医
、
保
険
歯
科
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
療
養
担
当
規
程
の
制
定
を
み
て
、
社
会
保
障
の
制
度
が
漸
く
法
的
な
基
礎
を
固
め
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
又
、
同
月
、
日
本
学
術
振
興
会
は
B
C
G
の
研
究
成
果
を
発
表
し
、
結
核
対
策
に
一
役
を
買
っ
た
の
で
あ
る
。
　
五
月
十
一
日
、
教
授
国
房
二
三
は
学
生
主
事
の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
七
月
二
十
七
日
に
は
勅
令
第
六
一
四
号
を
以
て
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
職
員
定
員
表
中
、
改
正
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
十
月
六
日
、
薬
剤
師
会
令
が
公
布
さ
れ
、
同
月
二
十
日
、
教
育
に
関
す
る
戦
時
非
常
措
置
方
策
が
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
い
よ
い
よ
戦
時
体
制
が
医
学
教
育
に
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
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同
月
二
十
三
日
、
医
薬
品
及
び
衛
生
材
料
配
給
機
構
の
整
備
要
綱
及
び
小
売
薬
業
整
備
要
綱
が
定
め
ら
れ
て
、
枢
軸
国
の
配
給
制
度
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
一
月
一
日
、
厚
生
省
の
改
組
に
よ
り
、
人
口
局
が
健
民
局
と
な
り
、
社
会
局
を
廃
止
し
て
健
民
局
と
勤
労
局
に
そ
の
事
務
が
移
管
さ
れ
た
。
こ
れ
は
健
民
修
練
の
目
的
で
各
地
に
設
立
さ
れ
た
健
民
修
練
所
の
管
理
そ
の
他
の
修
練
場
の
監
督
に
当
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
本
学
で
は
そ
う
し
た
施
設
は
な
か
っ
た
が
、
前
記
の
よ
う
な
報
国
団
の
活
動
の
一
部
に
包
含
さ
れ
る
行
事
で
あ
っ
た
。
　
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
年
）
は
戦
局
の
苛
烈
化
で
敗
戦
の
色
が
益
々
濃
く
な
っ
て
来
た
が
、
二
月
二
十
五
日
、
決
戦
非
常
措
置
要
綱
が
閣
議
で
決
定
さ
れ
、
更
に
国
内
政
治
の
統
制
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
。
本
学
で
は
三
月
三
十
一
日
、
勅
令
第
二
〇
〇
号
を
以
て
、
官
立
医
科
大
学
官
制
、
第
十
九
号
四
項
中
、
「
専
門
部
二
主
事
ヲ
置
ク
」
と
あ
る
の
を
「
部
長
」
に
改
め
、
昭
和
十
五
年
の
勅
令
第
二
七
八
号
改
正
の
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
官
制
中
、
「
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
」
を
」
臨
時
二
附
属
医
学
専
門
部
」
と
改
正
し
、
叉
「
主
事
」
を
「
部
長
」
と
改
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
長
崎
医
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
科
大
学
臨
時
附
属
医
学
専
門
学
校
は
長
崎
医
科
大
学
附
属
医
学
専
門
学
校
と
な
っ
た
。
叉
、
附
属
医
学
専
門
部
官
制
定
員
表
中
、
改
正
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
同
日
、
教
授
長
谷
川
高
敏
は
願
に
よ
り
附
属
医
院
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
内
藤
勝
利
は
後
任
附
属
医
院
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
教
授
角
尾
晋
は
願
に
よ
り
兼
任
の
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
高
木
純
五
郎
は
後
任
主
事
に
補
せ
ら
れ
た
。
四
月
一
目
、
前
記
学
則
改
正
に
よ
り
教
授
兼
附
属
医
学
専
門
部
主
事
高
木
純
五
郎
は
医
学
専
門
部
長
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
叉
、
附
属
薬
学
部
専
門
教
授
兼
主
事
江
口
虎
三
郎
は
薬
学
専
門
部
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
四
月
十
九
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
清
木
美
徳
は
兼
任
学
生
主
事
に
補
せ
ら
れ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
戦
時
中
の
窮
迫
し
た
中
で
、
な
お
医
学
研
究
を
重
ね
た
病
理
学
教
授
吉
田
富
三
は
六
月
二
十
八
日
に
東
北
帝
国
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
長
崎
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
学
に
お
け
る
種
々
の
研
究
中
、
肉
腫
の
研
究
を
進
め
た
の
が
最
も
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
六
月
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
算
定
協
議
会
の
設
置
が
あ
り
、
十
丹
一
日
に
は
政
府
は
、
簡
易
保
険
健
康
相
談
所
及
び
公
立
健
康
保
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第
十
節
　
　
第
二
．
次
世
界
大
戦
中
の
長
崎
医
科
大
学
健
相
談
所
を
保
健
所
に
統
合
し
た
。
　
十
一
月
、
長
崎
県
立
教
員
保
養
所
が
設
置
さ
れ
、
教
授
影
浦
尚
視
は
そ
の
所
長
を
兼
任
し
た
。
　
そ
し
て
十
二
月
十
九
日
、
本
学
で
は
勅
令
第
六
六
八
号
を
以
て
官
立
医
科
大
学
官
制
職
員
定
員
表
中
、
助
教
授
、
助
手
の
項
を
改
正
し
た
。
　
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）
一
月
頃
よ
り
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
日
本
本
土
攻
撃
の
大
空
襲
が
始
め
ら
れ
、
日
本
の
悲
運
は
日
に
日
に
明
ら
か
と
な
っ
て
来
た
。
三
月
六
日
、
勤
労
動
員
令
の
公
布
が
あ
り
、
十
八
日
に
は
決
戦
教
育
措
置
要
綱
が
閣
議
で
決
定
し
、
国
民
学
校
初
等
科
を
除
き
、
学
校
に
お
け
る
授
業
を
四
月
か
ら
一
ケ
年
間
停
止
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
戦
争
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
状
態
で
は
学
問
及
び
思
想
の
発
展
は
望
み
得
べ
く
も
な
か
っ
た
が
、
四
月
一
日
、
連
合
国
軍
の
沖
縄
上
陸
作
戦
が
始
っ
て
、
戦
局
は
益
々
非
と
な
り
、
内
閣
の
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
段
階
と
な
っ
て
来
た
。
五
日
に
は
医
師
免
許
の
特
例
に
関
す
る
件
が
公
布
さ
れ
て
い
た
が
、
七
日
に
は
遂
に
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
の
成
立
を
み
た
。
五
月
九
日
、
軍
の
要
請
に
よ
る
国
内
医
薬
資
源
確
保
の
た
め
の
研
究
要
員
、
嘱
託
に
つ
い
て
学
内
の
会
議
が
あ
り
、
二
十
一
日
、
国
民
医
療
法
に
基
い
て
、
保
健
婦
規
則
が
制
定
さ
れ
、
更
に
保
健
婦
を
中
心
と
す
る
衛
生
行
政
と
し
て
は
六
月
二
十
七
日
に
保
健
婦
養
成
所
指
定
規
程
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。
　
五
月
二
十
二
日
、
戦
時
教
育
令
が
公
布
さ
れ
、
学
校
単
位
の
学
徒
隊
及
び
地
域
単
位
の
連
合
体
を
組
織
さ
せ
、
戦
時
緊
切
な
要
務
や
訓
練
に
従
わ
せ
た
。
そ
し
て
そ
の
制
定
に
際
し
て
、
政
府
は
趣
旨
の
徹
底
・
目
的
達
成
方
に
つ
い
て
訓
令
を
発
し
た
。
　
六
月
、
本
学
で
は
勅
令
第
三
七
二
号
を
以
て
、
官
立
医
科
大
学
官
制
中
、
改
正
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
本
学
に
あ
っ
て
は
益
々
戦
局
に
相
応
す
る
措
置
が
配
慮
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
六
月
二
十
二
日
、
義
勇
隊
の
結
成
式
が
行
わ
れ
た
が
、
七
月
十
二
日
、
警
報
中
で
も
講
義
が
続
行
さ
れ
た
。
　
本
学
で
は
七
月
二
十
三
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
兼
大
学
助
教
授
兼
学
生
主
事
小
野
直
治
は
学
生
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
日
、
医
学
専
門
学
部
教
授
松
尾
京
哉
は
兼
任
学
生
主
事
に
補
せ
ら
れ
た
。
叉
、
医
学
専
門
部
教
授
兼
大
学
助
教
授
石
崎
戌
は
兼
任
学
生
主
事
に
補
せ
ら
れ
た
。
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七
月
二
十
六
目
、
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
が
発
表
さ
れ
て
、
目
本
の
降
伏
を
奨
め
る
連
合
国
の
意
図
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
戦
争
は
更
に
押
し
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
　
八
月
一
日
、
長
崎
に
来
襲
し
た
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
投
下
し
た
五
発
の
直
撃
弾
は
長
崎
医
科
大
学
附
属
医
院
外
科
手
術
室
、
産
婦
人
科
教
授
室
、
手
術
室
、
図
書
室
及
び
耳
鼻
咽
喉
科
手
術
室
、
生
化
学
教
室
等
を
爆
災
し
、
看
視
に
当
っ
て
い
た
学
生
三
名
が
死
亡
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
で
は
退
院
で
き
る
人
を
出
来
る
だ
け
早
く
退
院
さ
せ
た
の
で
、
大
半
が
退
院
し
た
。
そ
の
後
、
六
日
ま
で
講
義
を
休
ん
で
い
た
。
八
月
六
目
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
は
新
型
爆
弾
と
云
わ
れ
て
報
導
さ
れ
た
が
、
七
月
末
か
ら
の
東
京
出
張
よ
り
帰
崎
途
上
の
角
尾
学
長
は
広
島
の
被
爆
状
況
を
見
聞
し
、
八
月
八
日
、
帰
校
と
同
時
に
周
囲
の
人
に
も
阿
鼻
叫
喚
の
様
子
を
談
じ
、
学
生
に
も
講
話
を
与
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
八
月
九
目
午
前
十
一
時
二
分
、
角
尾
学
長
の
伝
え
ら
れ
た
新
型
爆
弾
が
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
